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１．地理的表示の登録について
―――――――――――――――――――――――――――――――――――
 農林水産省は、平成29年12月15日に、特定農林水産物等の名称の保護に関す
る法律（地理的表示法）に基づき次の産品を地理的表示として登録したので、
お知らせします。

◆ 登録された産品

●八丁味噌（登録番号第49号）
生産地（都道府県名のみ記載）：愛知県
生産者団体：愛知県味噌溜醤油工業協同組合
産品の区分：第27類 調味料及びスープ類 豆味噌

●堂上蜂屋柿（登録番号第50号）
生産地（都道府県名のみ記載）：岐阜県
生産者団体：美濃加茂市堂上蜂屋柿振興会
産品の区分：第18類 果実加工品類 干柿

●ひばり野オクラ（登録番号第51号）
生産地（都道府県名のみ記載）：秋田県
生産者団体：JAうご新成園芸組合
産品の区分：第2類 野菜類 その他果菜類（オクラ）

●小川原湖産大和しじみ（登録番号第52号）
生産地（都道府県名のみ記載）：青森県
生産者団体：小川原湖漁業協同組合
産品の区分：第11類 貝類 しじみ

●入善ジャンボ西瓜（登録番号第53号）
生産地（都道府県名のみ記載）：富山県
生産者団体：みな穂農業協同組合
産品の区分：第2類 野菜類 すいか

●香川小原紅早生みかん（登録番号第54号）
生産地（都道府県名のみ記載）：香川県
生産者団体：香川県農業協同組合
産品の区分：第3類 果実類 うんしゅうみかん

●宮崎牛（登録番号第55号）
生産地（都道府県名のみ記載）：宮崎県
生産者団体：より良き宮崎牛づくり対策協議会
産品の区分：第6類 生鮮肉類 牛肉



●近江牛（登録番号第56号）
生産地（都道府県名のみ記載）：滋賀県
生産者団体：一般社団法人 滋賀県畜産振興協会
産品の区分：第6類 生鮮肉類 牛肉

●辺塚だいだい（登録番号第57号）
生産地（都道府県名のみ記載）：鹿児島県
生産者団体：鹿児島きもつき農業協同組合
産品の区分：第3類  果実類  その他かんきつ類（辺塚だいだい）

●鹿児島黒牛（登録番号第58号）
生産地（都道府県名のみ記載）：鹿児島県
生産者団体：鹿児島県肉用牛振興協議会
産品の区分：第6類 生鮮肉類 牛肉

なお、本メールマガジンは、地理的表示保護制度のホームページに公示され
た内容について、その概略をお伝えするものです。
ホームページに掲載された内容が正式な公示内容となりますので、必ずホー
ムページを確認いただきますようお願いいたします。

地理的表示（ＧＩ）保護制度～登録産品一覧～
 （URL）http://www.maff.go.jp/j/shokusan/gi_act/register/index
―――――――――――――――――――――――――――――――――――
２．日EU・EPA（GI分野）の最終合意の概要について
―――――――――――――――――――――――――――――――――――
 農林水産省は、平成29年７月の日ＥＵ・ＥＰＡの大枠合意を受け、ＥＵのＧＩ
産品について７月11日から３ヶ月間の公示を実施していました。
 当該公示産品につきまして、公示期間中に提出された異議申し立て及び学識
経験者委員会で聴取した意見を踏まえ、ＥＵ側と調整を行い、以下のような協
定内容で合意しましたのでお知らせします。

１ より高いレベルでの地理的表示の保護
  ＥＵ側ＧＩ 71産品、日本側ＧＩ 48産品について、以下のように相互に高
 いレベルでの保護を行う。

（１）高いレベルでの地理的表示の保護
産品への表示だけでなく、広告･インターネット等のサービス的な名称使用
についても、以下のような場合は、ＧＩ侵害として、地理的表示の使用が禁止
される。
① 消費者に真正の地理的表示産品と誤認させるような名称の使用
② 明細書（産地・品質基準・生産方法等を示す文書）に沿わない産品については、
ア） 真正の産地を記載している場合
イ） 翻訳、音訳である場合
ウ） ～種、～タイプ、～スタイル等の表現を伴う場合

であっても、ＧＩ侵害とする。

（２）先使用の制限
地理的表示の保護の前から使用されていた、同一・類似名称（先使用）に
ついて、日ＥＵＥＰＡ発効後、７年間の経過期間を経た後は、地理的表示の
使用を禁止する。

２ 保護される地理的表示について
  日本の市場の流通実態や意見書の内容を踏まえ、現行の地理的表示法に基
 づき、下記の取扱とする。

① 複合語のＧＩの一部が普通名称と認識されているものについて、当該部
分には地理的表示の保護は及ばない
例：カマンベール、ブリー、エメンタール、モッツァレラ、プロヴォローネ、
チェダー、エダム、ゴーダ



② 複合語を構成する一部の単語について類似名称ではないため地理的表示
として保護しないことを確認したもの
例：グラナ・パダーノ、ペコリーノ・ロマーノ、
ニュルンベルガー・ブラートブルスト／ローストブラートブルスト、
モルタデッラ・ボローニャ

③ ハードチーズの「パルメザン」については、日本の流通実態を踏まえ、
実質的に別のチーズと認識されており、地理的表示の保護の対象外

④ 品種名称として同一名称が使用されている産品については、品種として
の名称使用は地理的表示の保護の対象外
例：ヴァレンシア・オレンジ、カラマタ、ロッシャ

 詳細につきましては、地理的表示保護制度のホームページを御覧ください。
トップページ(日EU・EPA（GI分野）の最終合意の概要について掲載)
（URL）http://www.maff.go.jp/j/shokusan/gi_act/index.html
指定の内容の決定について
（URL）http://www.maff.go.jp/j/shokusan/gi_act/designation2/index.html
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 発行：農林水産省食料産業局知的財産課
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メールアドレスの変更、メールマガジンの配信登録、配信停止はこちら
 http://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/chg.html
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